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   1) Rowatin was used in 35 patients with urolithiasis in accordance with the  .folltwing 
standards, and the results were obtained as being effective in 23 cases, of no influence in 3, 
and 3 cases are now under observation. 
   a) Patients  selected  : 35 cases of urolithiasis (2 cases of nephrolithiasis and 33 cases of 
ureterolithiasis). 
   b)  Administration  : Each 4 gtt. 3 times daily. 
   c) Evaluation of medication  effect  : On those who have passed the calculi spontaneously it 
was considered to be effective, and all of others were regarded as not influenced. 
   2) Rowatin is recommended for ureterolithiasis or comparatively small nephrolithiasis. 
But when there are signs of impaired renal function or uremia, the calculi should be removed 
by surgical operation without delay.
緒 言
尿 路結石症 の治療については,保 存的療法,
膀胱 鏡的療法,手 術的療法等を適確に考 慮 し,
最 も適 した方法を,し か も時期 を失す ることな
く行わねばば らな いことが泌尿器科医の一致 し
た考 えで ある。
特 に保存的療法 を行 うに当つて,時 期を失つ
て腎 の荒痩 を来 し腎摘要 に逼 られ ることのな い
よ う充分 な経過 の観察が必要で ある.保 存的療
法 として,従 来 グリセ リソ・パパベ リン・ブス
ウ 　 ボ む
コ ハ ン.サ ー ク レ チ ン ・ カ ル ソ ー ル,ア フ ロ バ
ネッ クスその他数種 の鎮痙剤或 いは所謂結着溶
解剤が使用 され てお り,そ の効果 についても夫
々可成 りの成績が報告 され ている.又 最近西独
ロワ ワグナー社 のRowatinについては欧米
にお いてはH.Przemecki),H.Urbainskyz,,
G.Izar3〕等に よる治験例,本 邦 においては長
谷川4)・二 本杉5}・後藤6'・荻野7)等の治験報告
が見 られ優れた治療効果を述べ ている.我 々も
多数の尿 路結石症患者 に対 しROwatinを使 用
しみ るべ き効果を得 ることがで きたので,そ の
成績について述 べ るとともにROwatinの使用
本村 ・他一RoWatinの尿路結石症に対する治験並にその適応についで
基準,適 応な どについて二,三 の意 見を述べ て
みたい.
製 剤
Rowatinの成分 は,表1の 如 く数種 の揮 発 油 を オ
リーブ油 に 溶 か した もので,ボ ル ネ オ ール,シ ネ オ ー
ルは殺 菌 作 用,フ エ ン コン.ピ ネ ン は 消炎 作 用,ア ネ
トール,カ ン フェツ は 鎮 痙 ・充 血 作 用 を有 しそ の各 が
尿 路結 石に 対 し有効 に作 用す る もの と考 え られ る.






























































































































石 の大 き さ



















































































































































































































者 に使 用 し有効率(排 石率)74%の 成 績 を 得
た.尿 路結石症 の治療に関 しては成書 によれば
保存的療法,膀 胱鏡的療法,手 術 的療 法に分け
られている.後 二者について述 ぶれば,パ スケ
ッ トカテーテル,シ ュ リンゲ ンカテーテル法の
如 き特殊 な操作を必要 とし,手 術手技 としては
あまり困難 では ないが,患 者 は手 術を好 まない
のが普通である.
保存的療法 につ いては多数の製剤 があげられて
いるが,我 々が行つ たRowatinの成績 と比較
しなが ら検討 してみ るに,Buscopanにつ いて
本邦では大越8》の治験では7例 中5例 の 自然排
石を得 てお り,サ ーク レチ ンについては後藤9,
は23例中17例(74%)の自然排石,Depropan-
exに ついては市 川10》、斉藤11)等は夫 々他の療
法で 自然排石困難 な尿管結石 を治 して いる.
一方 これ ら滑 平筋 に作 用す る製剤 とやや趣を
異にす るもの としてRowatinの成績 を み る
に,Przemecki),Urbainsky2),Izar3}等は結
石の溶解(レ ン トゲン陰影 の消失)排 出を得た
といつてお り,本 邦では長谷 川は12例中8例;
二本杉は2例 中1例,古 野 ・田中は82%「,後藤
は10例中5例,荻 野は11例中7例 の夫 々自然排
石を報告 してお り,50～80%の有効率 を記載 し
てい る.
又一方動物実験 で,田 中等はRowatinが尿
路結石形成 に阻止的に作 用す ることを証 明 して
お り,生 化学的 に後藤は尿中保護膠 質を測定 し
やは りRowatinが結石形成 阻止 的作 用のあ る
ことを証 明 している.
上述 の如 くRowatinは尿路結石症 に対 し予
防的,治 療的 に有効で あることは論 を待 たない
が,本 邦での成績では52%～82%とかな りの相
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